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1．背景 
核融合原型炉には、大量の金属材料が使われ、

その中には、レアメタルも多く含まれている。

特に核融合炉ブランケットに装荷される増殖

機能材料であるベリリウム金属間化合物（ベリ

ライド）及びチタン酸リチウム（Li2TiO3）は、

各々約500トン及び約300トン装荷され、およそ

4年ごとの交換が想定されている。しかしなが

ら、ブランケット交換時期においては、ベリラ

イドの中性子増倍反応によるHe生成率は、2％
程度で、チタン酸リチウムと中性子の核反応に

よる6Li燃焼度は、約20％であり、多くの材料が

残ることから、ベリライド及びチタン酸リチウ

ムのリサイクル技術開発は重要課題である。量

研では、化学処理とマイクロ波加熱の複合化に

より、環境親和性を有する新たな低温精製技術

の開発に世界で初めて成功している[1]。本発

表では、この技術を活用し、増殖機能材料にお

けるリサイクル技術検討の結果について、報告

する。 
 
2．実験 
 Li溶解度に及ぼす塩酸水溶液濃度の影響を調

べるため、トリチウム増殖材料の候補材である

Li2TiO3微小球を塩酸濃度が異なる塩酸水溶液 

 
図1。塩酸濃度に対するLi溶解度 

 
中に入れ、マイクロ波加熱により200℃1時間の

加熱を行った。その後、塩酸水溶液中のLi溶解

度を調べるため、誘導結合プラズマ質量分析計

（ICP-MS）により、溶液中のLi濃度を測定し、

Li溶解度の評価を行った。次に、後続工程の実

証試験の一環として、溶解した溶液（LiCl）か

ら、トリチウム増殖材料のLi2TiO3製造の始発原

料であるLi2CO3の抽出試験を行った。 
 
3．まとめ 
 塩酸濃度に対するLi溶解度を調べた結果を図

1に示す。Li2TiO3微小球を1mol/L塩酸水溶液中

に入れ、マイクロ波加熱を行うことによって約

95％以上のLi溶解度が得られ、更に2mol/L以上

の塩酸水溶液中でのマイクロ波加熱では98％
以上のLi溶解度が得らえることを明らかにした。

次に、Li2TiO3微小球を2mol/L塩酸水溶液中でマ

イクロ波加熱した溶液を用いて、後続工程の検

討試験を行った。その結果、溶解した溶液につ

いては、TiO2が沈殿し、それらをろ過すること

により、LiClとTiO2を分離することができた。 
後続工程のLiCl溶液からのLi2CO3の抽出試験

では、既報告手法[2]で炭酸塩試薬と洗浄溶液

として使用されている炭酸ナトリウムとエタ

ノールの代わりに、炭酸水素ナトリウムとメタ

ノールを使用することによって工程数を削減

し、且つ既報告手法の収率83％より高い収率

86％でLi2CO3を回収することに成功した。 
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